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～わたしたちはめざします～

1.抜本的な国内対策で京恩誼定曾の6%削減を’

2.項jjim視の社会軽済システムを１

３.市民･地域主導で沮國化防止の促進を！

４政策決定プロセスに市民の参加と|艫公開を１

５.南北の公平をめざし、南の人々と連棚を！
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:予防原則とは

「予防原則」は1992年の地球サミットで採

択された「リオ宣言」で述べられた考え万です。

この考え方は、科学的|こはっきりしないこ

とがあっても、ある問題を予防するために対

策を実施すべきだ、というものです。例えば、

温室効果ガスが原因で、温暖化や気候変動が

起こるといわれるのに対し、その原因と結果

の間にはまだ明らかでないこともあります。

採対策のコストも高くなるからです。まだ、不

゜可逆的な変化が起きてしまえば、想像を絶す

こる被害が出ることは言うまでもありません。

対この原則はさまざまな国際法|こ取り入れらく

か曝馬箪翼鱸鴨鎬震|霞：|｜
沁

果の原因を予測し、防止し又は最小限|こする）Ｅ川

･めの予防措置をとるとともに､気候変動の悪/Ｊ
、影響を緩和すべきである」と記され、予防原石。

、則の考え万が反映されています｡地球温暖化Ｊ１

、
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策 対策はこの予防原則をしっかりと踏
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祝・京都議定書発効
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2005年２月１６日、いよいよ京都議定書が発効します。私たちは、ＣＯP3以降、およそ7年間にわたり地球温暖化

|こ関する国際交渉|こ取り組んできましだ。何度も消滅の危機|こ直面しながらも、京都議定書が発効することになっ
たのは、多くの市民の支持・支援があったからこそだと言えます。この機会に京都議定醤発効までの経過と気候ネッ

トワークの国際的な活動について、あらためて振り返ってみます。（関連記事：気候ネットワーク通信39号2頁）
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パレードの綴子⑰前日シンポジウム③

COP361I催期間中にその成功を求め約3万人の市民が平安神
宮〈東山区）に集まり、京都市内をパレードしました。ま
た、会場となった国際会議場には毎日多くのメンバーが足
を運び、会議の動向を見守りました。

日本から参加した学生③日木への「化石釦③

COP6には日本からたくさんの学生が参加し、さまざまな
アクションがおこなわれました。また、ＣＡＮが会議場で行
う「本日の化石賞」では、その後ろ向きな姿勢から日本が
頻繁に受賞することになりました。

凸
戸

2002年８月～９月ヨハネスブルグ･サミット
（南ア・ヨハネスブルグ）

一声メッセージ⑪クタヤール氏とNGO関係行⑰

COP6の交渉決裂、アメリカの京都議定11;からの離脱で大
きな危機に瀕していた京都識定番を守ろうと、世界中から

たくさんのメッセージが届けられました。気候ネットワー
クでも全国から「一声メッセージ」を集め、クタヤール
UNFCCC事務局長に手渡しました。

2002年10月 COP８（インド・ニューデリー）

、列一
、
、
、
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2003年10月 COP９（イタリア・ミラノ）
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2004年11月１８日ロシアが批准（国連へ寄託）

（多7
2004年12月ＣＯＰ1０（アルゼンチン・ブエノスアイレス） COP8.項境大臣との会合⑰COP１０．京額クラブ⑰

COP7でのマラケシュ合意以降、各国の批准手続きが進み、
京都議定書は採択から７年の月日を経てようやく発効され
ることになりました。このように奇跡的な局面を経て、発
効する京都識定書とともに私たち気候ネットワークも活動
を展開してきました。十2｡｡…6日 京都諭定密発効
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日本各地で見られる､温畷
化の兆候や影騨に関する

情報を栂畑していきます。

悩報をお待ちしています。

且』

●異常気象により増す､損保業界のリスク鰯

猛暑に集中豪雨､そして観測史上最多の台風上陸と2004年の日本は大変な異常気象に見舞われました｡日本列島にそっ

て北上した台風は各地で大きな被害をもたらしました｡まさに日本列島が南に移動したかと思うほどでした｡これらの現象の原
因が全て地球温暖化･気候変動であるとは言いきれませんが､温暖化の進行とともに､その被害は年々増加しつつあります。

台風と温暖化の関係については､幻儀ﾈｯﾄﾜｰｸ週nｍ9号､5頁歩飼

中ても､損保業界に与える影響は大きく､保険金の支せた2005年３月期の自然災害での支払額は､約5,000億

払額が大きく膨らみました｡損害保険主要9社の2004円超まで増える見通しです｡まだ､これに全国共済農業

年９月中間決算１こよれば､台風などの自然災害|こ伴う保協同組合連合会(JA共済連)の2004年度の自然災害に

険金支払い見込み額が､中間期だけで年間想定額の4倍伴う共済金(保険金に相当)の総額2,122億円をあわせ

近い約3,000億円に膨らみ､以降の台風被害なども合わろと､2004年の保険支払総額は計7,000億円を超える

台風の風水害等による保険金支払額トップ1０（2004年12月16日現在）葡ｲ牡)日承鍛【R銭箇会淘ｸﾞﾘより『r虞
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険会社は､このリスクに対応する努力をされていますが、

市民への情報提供や環境ＮＧＯと連携して温暖化対策

に取り組む必要もあると言えます。

こうした自然災害による損害保険業への負担は､合

後ますます大きくなることが予想されていて､保険業

界ではこうした事態を重く受け止めています｡損害保

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 
このコーナーでは、「家庭・個人」・「地域・グループ」で
できる効果的な温賎化対策を紹介していきます。::琿乱.告･Jqぴ別P?四WT1U｢?串､

lilill鐵轤ii篝ｉｌ蕊議!’ 書画のテーマ11;#

地球温眼化防止活動推鵡員は、地球温暖化対策推進法で位世づけられた役割で、地域

鱒醗艫辮欝ｻﾀﾞ暫醤行なう他醤馳の担い零として蕊鐵震…めていく二
「地球温暖化防止のために何かしたい」、「地域で温暖

化防止活動を広め雇い」という万は、『地球温暖化防止活

動推進図』（以下、推進員）になってみませんか？

推進国は都道府県知恵が霊鰯することになっており、全

国ですでに約3,500人もの人々が委嘱され活動を行なって

います。例えは京都府内では、推進員が中心になって、市

民共同発電所づくり、小学校での瑠境教育、社会人向けの

連続胴座などの活勘が実践されています。

推進風には、都道府県や都道府県地球温暖化防止活励推

港センターから、研修会をはじめとする様々な形でのサポー

トがあります。研修会などの場を通じて、同じような想い

を持っている人だちと出会い、共に活動できることも、推

進風になる一つのメリットといえるでしょう。

推進員の委綱人数や雲K闇方法は都道府県によって械々です。

関心を持たれだ方は、ぜひ、都道府県地球温暖化防止諾励

推進センター、または都道府県の温暖化対策担当部署に間

合せてみてください。

京都府地球温暇化防止活ｉｎ推進センター木原浩賀

写真：環鈍行の委駈で京漏府センターカ霞臆した推逃同研修会の様子

lUi位 災害名 地域 発生年月日
支払保険金（単位：但円）

火災・新柧 自助車 海上 合叶

台風19号 全国 １９９１．９．２６～２８ Ｓ?９ｓ ２６９ 1８５ 5,679 

２ 台風18号 熊本、山口、福岡等 1999.9.21～2５ 2β4７ ２１２ 8８ ３．１４７ 

３ 台風18号 全国 2004.9.4～８ ２４５２ ２２０ 2.673 

４ 台風7号 近躍中心 1998.9.22 1.514 6１ 2４ 1,600 

５ 平成12年９月豪雨 愛知等 2000.9.10～1２ ４４７ ５４５ 3９ 1,030 

６ 台風13号 九州、四回、中国 1993.9.3 ９３３ 3５ 1０ 977 

７ 台風23号 西日本 2004.10.20 ７０４ 1８１ 885 

８ 台風16号 全国 2004.8.30～３１ ６９９ ９３ 793 

９ ひょう災 千葉、茨域 2000.5.24 ３７２ ３０３ 2５ 700 

1０ 台風19号 全国 1990.9.17～2０ ３２４ ２１ 2０ 365 
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研究会の様子｡

このコーナーでは、気候ネットワークのプロジェクトや研究会、
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｢自然エネルギー普及研究会』

自然エネルギー普及研究会は、自然エネルギー普及に

関する翻査、研究、橋報発信を行なう研究会です。自然

エネルギーを普及させるための仕組みや、制度づくりに
関する研究に取り組んでいます。

研究会は、月に２回のベースで開催し、国や自治体のエ

ネルギー政策、先進的な各地の自然エネルギー普及の取り

組み駆倒独自のアンケート、ヒアリングに基づく調盃研

究についての報告を行ないます。こうし左鯛査研究の成果

を、「市民が進める温暖化防止」の分科会や市民共同発電

所全国フォーラムなどの場で報告しています。また、研究

会のメンバーは、京のアジエンダ21フォーラム・自然エ

ネルギーＷＧやＮＰＯきようとグリーンファンド､､自然エネ

ルギー市民の会、などの関西を中心に自然エネルギー普及

に取り粗砥団体と運ｌｊ３して、活HIDを展開しています。

合後の研究会でのテーマとしては、市民主導の自然エ

ネルギー普及に関する頴例調査を継続するとともに、合

回の自然エネルギー普及分科会のテーマとなったRPS法

に関する鯛査・政策提筥などに取り組んで行く予定です。

自然エネルギー普及研究会洞水玄太
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おすすめの本の紹介です。

鍔ﾂ術青.･jGfi藤競Ｚｔ位扇蟻協ｵ舅ｊ冠祷ｦとソトクークンプテランティ刀

「いちばん大事なこと」
箸：餐老孟司出版社：集英社新暦2003年11月発行

皆さん「バカの壁」でご存知の万も多いかと思われます、養老孟司の著暦です。著者が自身の

多彩な環境観（解剖学、昆虫採集家など）から、現代の畷境問題の根本がどこにあるのか解き明

かしてくれます。「近代社会の都市に代表されるような人工物は、すべて人間の恵識（脳）が作

り出したもので、人間自身の身体（究極的には自然）を無視した結果、環境問題が起きている。」

このような考え|こは、私もハツとさせられました。内容も一般向けに分かり易くなっており、読
みやすい文章なのでオススメしだい－冊です。

<本体693円（税込） 198ページ＞
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編＝言
気候ネットワークでは

たくさんのボランティアが

一緒に活動しています。

そのボランティアからのコメント！
す。会ロは、認定聾発効を祈

京都ボランティア吉川春菜さん 。、」加Ｅｕ」]､こつＬ□

立命館大学4回生の吉川です。気候ネットワークでは環境教育の活

動を中心に参加しています。自分たちで畷境教育のプログラムづく

りをしたり、温暖化について説明したり、参加者のみなさんと考え

たりとさまざまなことに挑戦しています。普段接することのない小

学校や高校の先生とお賭しする機会もあり、教育の大変さを実感し

ています。まだ、私は大学院に進学し、温暖化防止教育の調査・研

究を行なう予定ですので、会後の活動に役立てたいと思います。

特定非営利活動法人気候ネットワークＵＲＬ：http:'Wwwjcaapc､oIg/kikonet／
代表:鋼美患/副憾:須田智海/NE艦局長:田繊用．

｢i癖7,鵬Wｌ

京都事務所(本邸）
〒604-8124京都市中京区風百通四条上る高倉ﾋﾟﾙ305
TEL：O75-2541011FIAX：O75-254-1012 

E-mail：kikonet@jcaapcDIg 

東京事務所
〒102-0083栗京都千代円区麹町2.7.3半蔵門ウッドフィールド2Ｆ
TEL：O3-3263-9210IW《：O3-3263-9463

EmaiI：kikotko@jcaapcorg 

「温暖化防止・ストリート」１１号

2005年１月１日発行（隔月１日発行）
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